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(57)【要約】
　本発明は、無線リソーススケジューリング方法、装置
及びシステムを提供し、該方法は、第１タイプ端末デバ
イスは、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスに、
リソーススケジューリング要求情報を送信するか否かを
確定することと、第１タイプ端末デバイスは、確定した
結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デバイスと通
信するためのリンクリソースを確定することと、を含み
、ここで、第１タイプ端末デバイスは、第１タイプイン
ターフェースを介して基地局と通信し、第１タイプ端末
デバイスは、第２タイプインターフェースを介して第２
タイプ端末デバイスと通信し、第２タイプ端末デバイス
は、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信
し、第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジュー
リング機能を備える。それによって、基地局及び／又は
第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスに
対してスケジューリングすることができ、そのため、端
末間の干渉を避け、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を
低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保証し、Ｖ２
Ｖシステムの通信キャパシティを拡張することができる
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線リソーススケジューリング方法であって、
　第１タイプ端末デバイスは、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスに、リソースス
ケジューリング要求情報を送信するか否かを確定することと、
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することと、
　を含み、ここで、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て前記基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを
介して前記第２タイプ端末デバイスと通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイ
プインターフェースを介して前記基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、リソ
ースのスケジューリング機能を備えることを特徴とする、
　前記無線リソーススケジューリング方法。
【請求項２】
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール
情報を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記第２タイプ端末デバイスにより送信された端末レ
ベルリソースプール情報を受信することと、
　をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の無線リソーススケジューリング方法
。
【請求項３】
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することは、
　前記基地局にリソーススケジューリング要求情報を送信することを確定した場合、前記
基地局に第１リソーススケジューリング要求情報を送信することと、
　前記基地局から送信されたリソース割り当て情報を受信した場合、前記基地局から送信
されたリソース割り当て情報が指示するリソースを前記リンクリソースとして確定し、又
は、
　前記基地局から送信されたリソース割り当て情報が受信されていない場合、前記基地局
及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信する
か否かを確認し、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
しないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベ
ルリソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定することと、
　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項４】
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することは、
　前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信することを確定し
た場合、前記第２タイプ端末デバイスに第２リソーススケジューリング要求情報を送信す
ること、又は、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割り当て情報を受信した
場合、前記第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示するリ
ソースを前記リンクリソースとして確定し、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割り当て情報が受信され
ていない場合、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジュー
リング要求を送信するか否かを確定し、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信しな
いことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベルリ
ソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定すること、
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　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項５】
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することは、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
することを確定した場合、前記基地局に第３リソーススケジューリング要求情報を送信し
、前記第２タイプ端末デバイスに第４リソーススケジューリング要求情報を送信すること
と、
　前記基地局から送信された、前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリ
ソース割り当て情報を受信することと、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された、前記第４リソーススケジューリング要
求情報に対応するリソース割り当て情報を受信することと、
　前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報と、前記
第４リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報に基づいて、前
記リンクリソースを確定することと、
　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項６】
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することは、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスとにリソーススケジューリング要求を送信し
ないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソース
プール情報とに基づいて、前記リンクリソースを確定すること、
　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項７】
　前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報とに基づいて
、前記リンクリソースを確定することは、
　前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報とに基づいて
、優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、前記優先的に採用するリソースプール
から前記リンクリソースを確定すること、又は、
　前記基地局の設定に基づいて優先的に採用するリソースプールを選択し、前記優先的に
採用するリソースプールから前記リンクリソースを確定すること
　を含むことを特徴とする、請求項３、４又は６に記載の無線リソーススケジューリング
方法。
【請求項８】
　前記優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、優先的に採用するリソースプール
から前記リンクリソースを確定することは、
　前記端末レベルリソースプール情報が有効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定すること、又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が有効であることを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報により指示さ
れているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定する
こと、又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が無効である場合、予め設定されているリソースプールの中の一部又はすべてのリソ
ースを前記リンクリソースとして確定すること、
　を含むことを特徴とする、請求項７に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項９】
　前記優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、優先的に採用するリソースプール
から前記リンクリソースを確定することは、
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　前記端末レベルリソースプール情報が無効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースと、前記セルレベルリソースプール指
示情報により指示されているリソースとの共同部分の中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定すること、
　を含むことを特徴とする、請求項７に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１０】
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスに
リソーススケジューリング要求情報を送信するか否かを確定することは、
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスが前記基地局及び／又は
前記第２タイプ端末デバイスのカバレージ範囲内にあると共に有効な接続があるか否か、
前記第１タイプ端末デバイスの移動速度、前記基地局の信号カバレージ状況、及び前記第
２タイプ端末デバイスの信号カバレージ状況のうちの少なくとも一つに基づいて、前記基
地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
するか否かを確定すること、
　を含むことを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の無線リソーススケジュ
ーリング方法。
【請求項１１】
　前記第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェースであり、及び／又は、前記
第２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースで
あることを特徴とする、
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１２】
　無線リソーススケジューリング方法であって、
　第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジ
ューリング要求情報を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスがリソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タイプ
端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記第２タイプ端末デバイス
は、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信することと、
　を含み、ここで、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを介し
て、前記第１タイプ端末デバイスと通信する、
　前記無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１３】
　前記第２タイプ端末デバイスは、前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール
情報を受信したか否かを確定することをさらに含み、
　ここで、前記第２タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスにリソース割り
当て情報を送信することは、
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信したことを確定した場
合、前記セルレベルリソースプール情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端末
レベルリソースプール情報を送信することと、
　前記リソーススケジューリング要求情報、前記セルレベルリソースプール情報、及び前
記端末レベルリソースプール情報に基づいて、前記リソース割り当て情報を確定すること
と、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信することと、
　を含むことを特徴とする請求項１２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１４】
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信したことを確定した場
合、前記セルレベルリソースプール情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端末
レベルリソースプール情報を送信することは、
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　前記セルレベルリソースプール情報により指示されているリソースの中の一部のリソー
スを端末レベルリソースプールとして確定することと、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリ
ソースプール情報を送信することと、
　を含むことを特徴とする請求項１３に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１５】
　前記第２タイプ端末デバイスは、前記基地局に構成情報を送信することをさらに含み、
　前記構成情報は、前記基地局が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイス
に対していスケジューリングを行うために、前記第２タイプ端末デバイスの関連構成を指
示することを特徴とする請求項１４に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１６】
　前記構成情報は、端末レベルリソースプール情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置
情報、前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ能力情報のうちのいずれか一つを含
むことを特徴とする請求項１５に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１７】
　前記第２タイプ端末デバイスは、前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール
情報を受信したか否かを確定することをさらに含み、
　ここで、前記第２タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスにリソース割り
当て情報を送信することは、
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報が受信されていないことを確
定した場合、予め設定されているリソースプールに基づいて、前記第１タイプ端末デバイ
スに端末レベルリソースプール情報を送信することと、
　前記リソーススケジューリング要求情報、前記予め設定されているリソースプール、及
び前記端末レベルリソースプール情報に基づいて、前記リソース割り当て情報を確定する
ことと、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信することと、
　を含むことを特徴とする請求項１２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１８】
　前記予め設定されているリソースプールに基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端
末レベルリソースプール情報を送信することは、
　前記予め設定されているリソースプールの中の一部のリソースを端末レベルリソースプ
ールとして確定することと、
　前記第１タイプ端末デバイスに、前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベル
リソースプール情報を送信することと、
　を含むことを特徴とする請求項１７に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１９】
　前記第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェースであり、及び／又は、前記
第２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースで
あることを特徴とする請求項１２～１８のいずれか１項に記載の無線リソーススケジュー
リング方法。
【請求項２０】
　無線リソーススケジューリング方法であって、
　基地局は、第１タイプ端末デバイスと第２タイプ端末デバイスとに、セルレベルリソー
スプール情報を送信することと、
　前記基地局は、前記第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリン
グ要求を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タ
イプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定するために、前記基地局は、前
記リソーススケジューリング要求に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスにリソース割
り当て情報を送信することと、
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　を含み、ここで、前記基地局は、第１タイプインターフェースを介して、前記第１タイ
プ端末デバイスと通信し、前記基地局は、第１タイプインターフェースを介して、前記第
２タイプ端末デバイスと通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフ
ェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通信することを特徴とする前記無線リソー
ススケジューリング方法。
【請求項２１】
　前記基地局は、前記第２タイプ端末デバイスにより送信された構成情報を受信すること
をさらに含み、
　前記構成情報は、前記基地局が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイス
に対していスケジューリングを行うために、前記第２タイプ端末デバイスの関連構成を指
示することを特徴とする請求項２０に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項２２】
　前記構成情報は、端末レベルリソースプール情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置
情報、前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ能力情報のうちのいずれか一つを含
むことを特徴とする請求項２１に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項２３】
　前記第１タイプインターフェースはＵｕインターフェースであり、及び／又は、前記第
２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースであ
る、ことを特徴とする請求項２０～２２のいずれか１項に記載の無線リソーススケジュー
リング方法。
【請求項２４】
　装置であって、
　基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
するか否かを確定するように構成されるリソース設定モジュール、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して前記基地局と通信
し、前記装置は、第２タイプインターフェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通
信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介して前記基地局
と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備え、
　前記リソース設定モジュールは、確定した結果に基づいて、その他の装置と通信するた
めのリンクリソースを確定するように構成されることを特徴とする前記装置。
【請求項２５】
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信するように構成される
受信モジュールをさらに含み、
　前記受信モジュールは、前記第２タイプ端末デバイスにより送信された端末レベルリソ
ースプール情報を受信するように構成される、ことを特徴とする請求項２４に記載の装置
。
【請求項２６】
　前記リソース設定モジュールが前記基地局にリソーススケジューリング要求情報を送信
することを確定した場合、前記基地局に第１リソーススケジューリング要求情報を送信す
るように構成される送信モジュールをさらに含み、
　ここで、前記リソース設定モジュールは、
　前記受信モジュールが前記基地局から送信されたリソース割り当て情報を受信した場合
、前記基地局から送信されたリソース割り当て情報が指示するリソースを前記リンクリソ
ースとして確定し、又は、
　前記受信モジュールが前記基地局から送信されたリソース割り当て情報が受信されてい
ない場合、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリン
グ要求情報を送信するか否かを確定し、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
しないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベ
ルリソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定する、
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　ように構成されることを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信することを確定し
た場合、前記第２タイプ端末デバイスに第２リソーススケジューリング要求情報を送信す
るように構成される送信モジュールをさらに含み、
　ここで、前記リソース設定モジュールは、
　前記受信モジュールが前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割
り当て情報を受信した場合、前記第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り
当て情報が指示するリソースを前記リンクリソースとして確定し、又は、
　前記受信モジュールが前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割
り当て情報が受信されていない場合、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイス
にリソーススケジューリング要求を送信するか否かを確定し、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信しな
いことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベルリ
ソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定する、
　ように構成されることを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記リソース設定モジュールが前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソースス
ケジューリング要求情報を送信することを確定した場合、前記基地局に第３リソーススケ
ジューリング要求情報を送信し、前記第２タイプ端末デバイスに第４リソーススケジュー
リング要求情報を送信するように構成される送信モジュールをさらに含み、
　ここで、前記受信モジュールは、
　前記基地局から送信された、前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリ
ソース割り当て情報を受信し、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された、前記第４リソーススケジューリング要
求情報に対応するリソース割り当て情報を受信するように構成され、
　ここで、前記リソース設定モジュールは、
　前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報と、前記
第４リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報とに基づいて、
前記リンクリソースを確定する、
　ように構成されることを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記リソース設定モジュールは、さらに、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信しな
いことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプ
ール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定するように構成されることを特徴とする
請求項２５に記載の装置。
【請求項３０】
　前記リソース設定モジュールは、
　前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報に基づいて、
優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、前記優先的に採用するリソースプールか
ら前記リンクリソースを確定し、又は、
　前記基地局の設定に基づいて、優先的に採用するリソースプールを選択し、前記優先的
に採用するリソースプールから前記リンクリソースを確定する、ように構成されることを
特徴とする請求項２６、２７又は２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記リソース設定モジュールは、
　前記端末レベルリソースプール情報が有効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定し、又は、
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　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が有効であることを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報により指示さ
れているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定し、
又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が無効であることを確定した場合、予め設定されているリソースプールの中の一部又
はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定する、
　ように構成されることを特徴とする請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記リソース設定モジュールは、さらに、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースと、前記セルレベルリソースプール指
示情報により指示されているリソースとの共同部分の中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定する、ように構成されることを特徴とする請求項３０に記載
の装置。
【請求項３３】
　前記リソース設定モジュールは、
　前記装置は前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスのカバレージ範囲内にあ
ると共に有効な接続があるか否か、前記装置の移動速度、前記基地局の信号カバレージ状
況及び前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ状況、のうちの少なくとも一つに基
づいて、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング
要求情報を送信するか否かを確定する、
　ように構成されることを特徴とする請求項２４～３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェースであり、及び／又は、前記
第２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースで
ある、
　ことを特徴とする請求項２４～３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記装置は、車載ユニットＯＢＵであり、及び／又は、前記第２タイプ端末デバイスは
、路側ユニットＲＳＵである、
　ことを特徴とする請求項２４～３４に記載の装置。
【請求項３６】
　装置であって、
　第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリング要求情報を受信す
るように構成される受信モジュールと、
　前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タ
イプ端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記第１タイプ端末デバ
イスにリソース割り当て情報を送信するように構成される送信モジュールと、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、
前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、
前記装置は、第２タイプインターフェースを介して、前記第１タイプ端末デバイスと通信
する、
　ことを特徴とする前記装置。
【請求項３７】
　前記受信モジュールが前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信
したか否かを確定するように構成されるリソーススケジューリングモジュールをさらに含
み、
　ここで、前記送信モジュールは、前記リソーススケジューリングモジュールが前記受信
モジュールが前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信したことを
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確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバ
イスに端末レベルリソースプール情報を送信するように構成され、
　前記リソーススケジューリングモジュールは、さらに、前記リソーススケジューリング
要求情報、前記セルレベルリソースプール情報、及び前記端末レベルリソースプール情報
に基づいて、前記リソース割り当て情報を確定するように構成され、
　前記送信モジュールは、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送
信するように構成される、
　ことを特徴とする請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記リソーススケジューリングモジュールは、
　前記セルレベルリソースプール情報により指示されているリソースの中の一部のリソー
スを端末レベルリソースプールとして確定するように構成され、
　ここで、前記送信モジュールは、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリ
ソースプール情報を送信するように構成される、
　ことを特徴とする請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記送信モジュールは、
　前記基地局は、構成情報を送信するように構成され、
　前記構成情報は、前記基地局が前記構成情報に基づいて前記第１タイプ端末デバイスに
対してスケジューリングを行うために、前記装置の関連構成を指示する、
　ことを特徴とする請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記構成情報は、端末レベルリソースプール情報、前記装置の位置情報、前記装置の信
号カバレージ能力情報のうちのいずれか一つを含む、
　ことを特徴とする請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記受信モジュールが前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信
したか否かを確定するように構成されるリソーススケジューリングモジュールをさらに含
み、
　ここで、前記送信モジュールは、前記リソーススケジューリングモジュールが前記受信
モジュールが前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信していない
ことを確定した場合、予め設定されているリソースプールに基づいて、前記第１タイプ端
末デバイスに端末レベルリソースプール情報を送信するように構成され、
　前記リソーススケジューリングモジュールは、さらに、前記リソーススケジューリング
要求情報、前記予め設定されているリソースプール、及び前記端末レベルリソースプール
情報に基づいて、前記リソース割り当て情報を確定するように構成され、
　前記送信モジュールは、さらに、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て
情報を送信するように構成される、
　ことを特徴とする請求項３６に記載の装置。
【請求項４２】
　前記リソーススケジューリングモジュールは、
　前記予め設定されているリソースプールの中の一部のリソースを端末レベルリソースプ
ールとして確定するように構成され、
　ここで、前記送信モジュールは、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリ
ソースプール情報を送信するように構成される、
　ことを特徴とする請求項４２に記載の装置。
【請求項４３】
　前記第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェースであり、及び／又は、前記
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第２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースで
ある、
　ことを特徴とする請求項３５～４２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項４４】
　前記第１タイプ端末デバイスは、車載デバイスＯＢＵであり、及び／又は、前記装置は
、路側ユニットＲＳＵである、
　ことを特徴とする請求項３５～４３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項４５】
　装置であって、
　第１タイプ端末デバイスと第２タイプ端末デバイスとに、セルレベルリソースプール情
報を送信するように構成される送信モジュールと、
　前記第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリング要求を受信す
るように構成される受信モジュールと、
　前記リソーススケジューリング要求に基づいて、リソース割り当て情報を確定するよう
に構成されるリソーススケジューリングモジュールと、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して、前記第１タイプ
端末デバイスと通信し、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して、前記第２タ
イプ端末デバイスを通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェー
スを介して前記第２タイプ端末デバイスと通信し、
　前記送信モジュールは、前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基
づいて、その他の第１タイプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定するた
めに、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信するように構成さ
れる、
　ことを特徴とする前記装置。
【請求項４６】
　前記受信モジュールは、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された構成情報を受信するように構成され、前
記構成情報は、前記装置が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに対し
てスケジューリングを行うために、前記第２タイプ端末デバイスの関連構成を指示する、
　ことを特徴とする請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記構成情報は、端末レベルリソースプール情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置
情報、前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ能力情報、のうちのいずれか一つを
含む、
　ことを特徴とする請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェースであり、及び／又は、前記
第２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースで
ある、
　ことを特徴とする請求項４５～４７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項４９】
　前記装置は基地局であり、及び／又は、前記第１タイプ端末デバイスは、車載ユニット
ＯＢＵであり、及び／又は前記第２タイプ端末デバイスは、路側ユニットＲＳＵである、
　ことを特徴とする請求項４５～４８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５０】
　無線リソーススケジューリングシステムであって、
　請求項２４～３５のいずれか１項に記載の装置、請求項３６～４４のいずれか１項に記
載の装置、及び請求項４５～４９のいずれか１項に記載の装置を含む、
　前記無線リソーススケジューリングシステム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信分野に関し、特に無線リソーススケジューリング方法、装置及びシス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カーネットワーキングは、すでに線通信技術の発展の人気分野になっており、その中、
Ｖ２Ｘは車両－車両（Ｖｅｈｉｃｌｅ－ｔｏ－Ｖｅｈｉｃｌｅ、Ｖ２Ｖと略称する）通信
、車両－道路（Ｖｅｈｉｃｌｅ　ｔｏ　Ｉｎｆｒ－ａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ、Ｖ２Ｉと略称
する）通信、及び車両－歩行者（Ｖｅｈｉｃｌｅ－ｔｏ－Ｐｅｄｅｓｔｒｉａｎ、Ｖ２Ｐ
と略称する）通信などを含み、カーネットワーキング分野の無線伝送技術への最も影響を
及ぼす技術であり、ここで、Ｖ２Ｖ通信はＶ２Ｘ通信技術のコアでもある。Ｖ２Ｖは、車
両と車両との間の無線通信によって、車両間で車載レーダー、カメラなどのセンサー情報
を共有することができ（即ちＳｅｎｓｏｒ　Ｓｈａｒｉｎｇ）、車両の感知範囲を、数十
メートルのような視覚距離範囲から数百メートルのような非視覚距離範囲まで拡張し、そ
れによって、車両の運転安全性を大幅に向上させ、補助運転と自動運転を効果的に実現す
る。
【０００３】
　しかし、Ｖ２Ｖ通信システムは複雑な無線通信システムであり、多くの技術的課題に直
面しており、その中の一つの技術的課題としては、数百メートルの範囲内で数百台の車両
のセンサ共有情報を同時に送信するのをサポートすると共に、非常に低い遅延と非常に高
いデータ伝送の信頼性を維持する必要があり、そのため、端末間の干渉を効果的に抑制す
ることができるＶ２Ｖリソーススケジューリング技術を採用する必要がある。
【０００４】
　従来のＶ２Ｖ技術ＩＥＥＥ　８０２．１１ｐは、セルラーネットワークと協働されてい
ないため、単なるアドホック（Ａｄ－Ｈｏｃ）ネットワーキングとスケジューリング方式
を採用するしかない。しかし、このようなスケジューリング方式の効率が低く、端末数の
増加に伴い、Ｖ２Ｖ通信の遅延が徐々に増加し、伝送成功率が徐々に低下することになる
。
【０００５】
　３ＧＰＰにおいて研究、標準化している、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌ
ｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に基づくＶ２Ｘ技術は、ＩＥＥＥ　８０２．１
１ｐより良好なＶ２Ｖ伝送性能を実現することが期待され、それは、ＬＴＥセルラーネッ
トワークにおける基地局を介してＶ２Ｖ端末に対して集中スケジューリング（Ｃｅｎｔｒ
ａｌｉｚｅｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）することができるため、Ｖ２Ｖ伝送効率を大幅に
引き上げ、Ｖ２Ｖ伝送遅延を減少し、伝送成功率を向上させる。
【０００６】
　このような基地局の集中スケジューリングとＡｄ　Ｈｏｃ自発スケジューリングとの組
み合わせたスケジューリング技術は、すでにＬＴＥ　Ｄ２Ｄ規格に採用されており、その
ため、従来のＬＴＥ　Ｖ２Ｘ技術案は、主にＬＴＥ　Ｄ２Ｄの設計を参考している。ＬＴ
Ｅ　Ｖ２Ｖシステムは、ＬＴＥネットワークと車載ユニット（ＯＢＵ：Ｏｎ　ｂｏａｒｄ
　Ｕｎｉｔ）によって構成され、図１は従来のＶ２Ｖシステムの配置シーンである。
【０００７】
　ＬＴＥ基地局がカバレージされているシーン（Ｉｎ　Ｃｏｖｅｒａｇｅシーンと称する
）において、まず、基地局がＯＢＵ端末にＶ２Ｖの伝送に必要とするサイドリンク（Ｓｉ
ｄｅｌｉｎｋ）リソースを割り当ててから、端末は基地局により割り当てられたリソース
を用いてＳｉｄｅｌｉｎｋデータ及びそれの伝送パラメータを伝送する。
【０００８】
　ＬＴＥ基地局のカバレージが安定しなく、信号が途切れがち（Ｐａｒｔｉａｌ　ｃｏｖ
ｅｒａｇｅシーンと称する）になり、基地局がリアルタイム的、動的に端末にＳｉｄｅｌ
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ｉｎｋリソースを割り当てることができない場合、基地局によって一つの準静的なリソー
スプール（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｐｏｏｌ）情報を周期的にブロードキャストし、ＯＢＵ端
末は、カバレージされる時にこのリソースプール情報が受信してから、カバレージされな
くても、該リソースプールからＳｉｄｅｌｉｎｋリソースをランダムに選択して、Ｖ２Ｖ
データ及びその伝送パラメータを送信することできる。
【０００９】
　ＬＴＥ基地局が完全にカバレージされていないシーン（Ｏｕｔ　ｏｆ　Ｃｏｖｅｒａｇ
ｅシーン）において、ＯＢＵ端末は、基地局からのブロードキャストメッセージ内のリソ
ースプール情報が偶にも受信さえできない。この場合、端末内に静的に記憶されている予
め設定されているリソースプールから、Ｓｉｄｅｌｉｎｋリソースをランダムに選択し、
Ｖ２Ｖデータ及びその伝送パラメータを送信するしかできない。
【００１０】
　しかし、リソースプールからＳｉｄｅｌｉｎｋリソースをランダムに選択してＶ２Ｖデ
ータ及びその伝送パラメータを伝送することは、ＯＢＵ端末間のリソース衝突と干渉の発
生を避けることができず、Ｖ２Ｖデータの伝送の成功率を低下させてしまう。複数回の再
送を利用して伝送成功率を引き上げようとした場合、伝送の遅延の拡大も引き起こされる
。高成功率と低遅延を同時に実現するために、同一のカバレージ範囲における、同時にＶ
２Ｖ信号を送信する車両の数を制限しなければならず、それによって車両のビッグトラフ
ィックのＶ２Ｖ通信を実現することができない。
【００１１】
　そのため、ＯＢＵ端末間の干渉を低減し、Ｖ２Ｖ通信効率を向上させるために、Ｉｎ　
ｃｏｖｅｒａｇｅソーンの割合を増加させ、Ｏｕｔ　ｏｆ　Ｃｏｖｅｒａｇｅシーンの割
合をできる限り減少する必要がある。それに対して、キャリアの基地局のカバレージとキ
ャパシティは、従来タイプの端末（例えば携帯電話）の密度分布によって計画されており
、ＯＢＵ端末への良いカバレッジを確保することが困難である。より深刻なのは、キャリ
アはコストの問題を考えて、Ｖ２Ｖサービスをサポートするための基地局のアップグレー
ドとネットワークの最適化をしようともしない場合、ＯＢＵ端末は、完全にＯｕｔ　ｏｆ
　Ｃｏｖｅｒａｇｅシーンにある可能性があり、このような場合、ＬＴＥ　Ｖ２Ｖ技術に
おいてリソースプールのランダム的選択、又はＩＥＥＥ　８０２．１１ｐに採用されてい
るＬＢＴ（ＬＩＳＴＥＮ　ＢＥＦＯＲＥ　ＴＡＬＫ）しか利用することができず、その性
能がＩＥＥＥ　８０２．１１ｐより優れるようになるのは困難である。
【発明の概要】
【００１２】
　本発明は、無線リソーススケジューリング方法、装置及びシステムを提供し、Ｖ２Ｖ通
信の成功率を引き上げ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの通信キャパシティを拡張す
ることが可能である。
【００１３】
　第１方面において、無線リソーススケジューリング方法を提供し、
　第１タイプ端末デバイスは、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスに、リソースス
ケジューリング要求情報を送信するか否かを確定することと、
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することと、
　を含み、ここで、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て前記基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを
介して前記第２タイプ端末デバイスと通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイ
プインターフェースを介して前記基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、リソ
ースのスケジューリング機能を備える。
【００１４】
　第２方面において、無線リソーススケジューリング方法を提供し、
　第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジ
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ューリング要求情報を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスがリソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タイプ
端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記第２タイプ端末デバイス
は、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信することと、
　を含み、ここで、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを介し
て、前記第１タイプ端末デバイスと通信する。
【００１５】
　第３方面において、無線リソーススケジューリング方法を提供し、
　基地局は、第１タイプ端末デバイスと第２タイプ端末デバイスとに、セルレベルリソー
スプール情報を送信することと、
　前記基地局は、前記第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリン
グ要求を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タ
イプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定するために、前記基地局は、前
記リソーススケジューリング要求に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスにリソース割
り当て情報を送信することと、
　を含み、ここで、前記基地局は、第１タイプインターフェースを介して、前記第１タイ
プ端末デバイスと通信し、前記基地局は、第１タイプインターフェースを介して、前記第
２タイプ端末デバイスと通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフ
ェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通信する。
【００１６】
　第４方面において、装置を提供し、
　基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
するか否かを確定するように構成されるリソース設定モジュール、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して前記基地局と通信
し、前記装置は、第２タイプインターフェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通
信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介して前記基地局
と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備え、
　前記リソース設定モジュールは、確定した結果に基づいて、その他の装置と通信するた
めのリンクリソースを確定するように構成される。
【００１７】
　第５方面において、装置を提供し、
　第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリング要求情報を受信す
るように構成される受信モジュールと、
　前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タ
イプ端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記第１タイプ端末デバ
イスにリソース割り当て情報を送信するように構成される送信モジュールと、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、
前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、
前記装置は、第２タイプインターフェースを介して、前記第１タイプ端末デバイスと通信
する。
【００１８】
　第６方面において、装置を提供し、
　第１タイプ端末デバイスと第２タイプ端末デバイスとに、セルレベルリソースプール情
報を送信するように構成される送信モジュールと、
　前記第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリング要求を受信す
るように構成される受信モジュールと、
　前記リソーススケジューリング要求に基づいて、リソース割り当て情報を確定するよう
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に構成されるリソーススケジューリングモジュールと、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して、前記第１タイプ
端末デバイスと通信し、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して、前記第２タ
イプ端末デバイスを通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェー
スを介して前記第２タイプ端末デバイスと通信し、
　前記送信モジュールは、前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基
づいて、その他の第１タイプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定するた
めに、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信するように構成さ
れる。
【００１９】
　第７方面におて、無線リソーススケジューリングシステムを提供し、第４方面における
装置、第５方面における装置、及び第６方面における装置を含む。
【００２０】
　本発明の実施例における構成要件に基づいて、第１タイプ端末デバイスは、基地局又は
リソーススケジューリング機能の備える第２タイプ端末デバイスに、リソーススケジュー
リング要求を選択して送信することができる。それによって、基地局及び／又は第２タイ
プ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスに対してスケジューリングすることができ、
そのため、端末間の干渉を避け、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシス
テムの性能と信頼性を保証し、Ｖ２Ｖシステムの通信キャパシティを拡張することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】従来技術におけるＬＴＥ　Ｖ２Ｖシステムの配置シーンを示す図である。
【図２】本発明の実施例におけるＬＴＥ　Ｖ２Ｖシステムの配置シーンを示す図である。
【図３】本発明の実施例に基づくシステムアーキテクチャを示す図である。
【図４】本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法の例示的なフローチ
ャートである。
【図５】本発明の実施例に基づくリソース割り当てとリソースプールの区分けとの衝突の
シーンを示す図である。
【図６】本発明の一つの具体的な実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法の例
示的なフローチャートである。
【図７】本発明の実施例に基づく第１タイプ端末デバイスのリソースを選択する方法の例
示的なフローチャートである。
【図８】本発明のもう一つの実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法の例示的
なフローチャートである。
【図９】本発明の実施例に基づくリソースプールの区分け方法を示す図である。
【図１０】本発明のもう一つの実施例に基づくリソースプールの区分け方法を示す図であ
る。
【図１１】本発明のもう一つの具体的な実施例に基づく無線リソーススケジューリング方
法の例示的なフローチャートである。
【図１２】本発明のさらなる実施例の無線リソーススケジューリング方法の例示的なフロ
ーチャートである。
【図１３】本発明の実施例に基づく装置の例示的なブロック図である。
【図１４】本発明の実施例に基づく装置の別の一つの例示的なブロック図である。
【図１５】本発明の実施例に基づく装置のもう一つの例示的なブロック図である。
【図１６】本発明のもう一つの実施例に基づく装置の例示的なブロック図である。
【図１７】本発明のさらなる実施例に基づく装置の例示的なブロック図である。
【図１８】本発明のさらなる実施例に基づく装置の別の一つの例示的なブロック図である
。
【図１９】本発明のさらなる実施例に基づく装置の例示的なブロック図である。



(15) JP 2018-536303 A 2018.12.6

10

20

30

40

50

【図２０】本発明のさらなる実施例に基づく装置の例示的なブロック図である。
【図２１】本発明のさらなる実施例に基づく装置の例示的なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　より明確に本発明の実施例の技術案を説明するため、上記において、実施例の説明に必
要とする図面を簡単に説明し、明らかに、上記の説明の図面はただ本発明より開示される
幾つかの実施例に過ぎず、当業者にとって、創造的な労力を払わない前提で、これらの図
面に基づいてその他の図面が得ることができる。
【００２３】
　下記において、本発明の実施例の図面を結合し、本発明の実施例の技術案を明確的、全
面的に説明し、当然、説明されている実施例は、本発明の一部の実施例に過ぎず、全ての
実施例ではない。本発明の実施例に基づいて、当業者は、創造的な労力を払わずに得られ
た全てのその他の実施例は、本発明の範囲内である。
【００２４】
　図２は、先行技術におけるＬＴＥ　Ｖ２Ｖシステムの配置シーンを示す図である。図２
において、車載ユニット（ＯＢＵ：Ｏｎ　ｂｏａｒｄ　Ｕｎｉｔ）と路側ユニット（ＲＳ
Ｕ：Ｒｏａｄ　Ｓｉｄｅ　Ｕｎｉｔ）との間に通信可能である。選択肢として、ＲＳＵは
、Ｖ２Ｘ端末機能を備えるスマート交通信号灯、交通ポスターなどのデバイスであり、Ｏ
ＢＵにスマート交通情報を提供することが可能であり、ＯＢＵを装着する車両の交通効率
を向上させるようにする。ＲＳＵは、常に路辺に装着し、車両に対して良好なカバレージ
をすることが可能であり、移動基地局のカバレージ不良地帯を補い、しかもネットワーク
にバックホールする必要とせず、キャリアに依存せず、交通管理部により低コスト的に密
集して設定することが可能である。
【００２５】
　本発明の実施例において、ＲＳＵは、Ｖ２Ｘ信号の送受信機能、及び基地局によってス
ケジューリングされる機能以外に、ＯＢＵをスケジューリングする機能を備え、ＯＢＵ端
末が基地局のカバレージされていない（Ｏｕｔ　ｏｆ　Ｃｏｖｅｒａｇｅ）場合、基地局
の代わりに、静的な／準静的なリソースプール内のサイドリンク（Ｓｉｄｅｌｉｎｋ）リ
ソースをランダム選択方式でＳｉｄｅｌｉｎｋリソーススケジューリング方式に変換し、
基地局のＯｕｔ　ｏｆ　ＣｏｖｅｒａｇｅシーンをＲＳＵのカバレージ（Ｉｎ　Ｃｏｖｅ
ｒａｇｅ）シーンに変換することに相当する。
【００２６】
　図３は、本発明の実施例に基づくシステムアーキテクチャを示す図である。図３に示す
ように、該システムは、基地局と二つのタイプの端末（又は端末デバイスと称する）から
構成されることが可能であり、それらの間で２種類のエアインターフェースを介して互い
に通信を行う。
【００２７】
　図３に示されているシステムにおいて、第１種類のインターフェースは、基地局と端末
との間におけるコアインターフェース（ＡＩ１を略称することができる）であり、選択肢
として、該第１種類のインターフェースは、セルラー移動通信システムにおけるＵｕイン
ターフェースであっても良く、第２種類のインターフェースは、端末と端末との間におけ
るコアインターフェース（ＡＩ２と略称する）であり、選択肢として、該第２種類のイン
ターフェースは、Ｓｉｄｅｌｉｎｋコアインターフェースであっても良く、例えばＶ２Ｖ
インターフェース、Ｖ２Ｉインターフェースなどであっても良い。
【００２８】
　基地局は、少なくともＡＩ１を介して二つのタイプの端末と通信することが可能であり
、ＡＩ１を介して端末のＳｉｄｅｌｉｎｋリソーススケジューリング要求を受信し、ＡＩ
１を介して対応するリソース割り当て情報を端末に送信することが可能であり、端末がリ
ソース割り当て情報に基づいて、それの送信するＡＩ２データ、及び伝送パラメータのリ
ソースを設定するようにする。
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【００２９】
　タイプ１端末は、ＡＩ１を介して基地局にＡＩ２リソーススケジューリング要求（Ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を行い、ＡＩ２を介してタイプ２端末にＡＩ２リソ
ーススケジューリング要求を行い、基地局から送信されたＡＩ２リソース割り当て（Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｇｒａｎｔ）情報、及びセルレベルＡＩ２リソースプール（Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｐｏｏｌ）情報を受信し、ＡＩ２を介してタイプ２端末からのＡＩ２リソース割り
当て（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｇｒａｎｔ）情報、及びタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプ
ール情報を受信することが可能であり、セルレベルＡＩ２リソースプール、タイプ２端末
レベルＡＩ２リソースプール又は予め設定されているリソースプールから、ＡＩ２リソー
スを自ら選択し、その他のタイプ１端末にデータ及びそれの伝送パラメータを送信するこ
とが可能であり、別の端末（タイプ１端末であっても良く、タイプ２端末であっても良い
）より送信されたＡＩ２データ及びそれの伝送パラメータを受信することが可能である。
【００３０】
　タイプ２端末は、ＡＩ２を介してタイプ１端末からのＡＩ２リソーススケジューリング
要求（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を受信し、タイプ１端末のためにＡＩ２
リソースをスケジューリングし、ＡＩ２を介して対応するリソース割り当て（Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ｇｒａｎｔ）情報を該タイプ１端末に送信することが可能であり、またＡＩ１を
介して基地局からのセルレベルＡＩ２リソースプール情報を受信し、該セルレベルＡＩ２
リソースプール情報に基づいて、タイプ２端末レベルＡＩ２リソースプールを区分け、Ａ
Ｉ２を介して該リソースプール情報をタイプ１端末に送信することが可能である。
【００３１】
　なお、本発明の実施例において、セルレベルリソースプールは、基地局により配置され
たものであり、セルレベルリソースプール情報は、基地局から端末に送信する、端末が基
地局のカバレージ範囲内にない時に使用可能なリソースを指示するための情報である。端
末レベルリソースプールは、リソースをスケジューリングする機能を備える、端末がセル
レベルリソースプールから区分けされたものであり、端末がスケジューリング機能を備え
る該端末の部分のカバレージされているシーンにある時に、使用可能なリソースであり、
端末レベルリソースプール情報は、スケジューリング機能を備える端末から端末に送信す
るものであり、該端末が該スケジューリング機能を備える端末の部分のカバレージされて
いるシーンにある時に使用可能なリソースを指示するための情報である。
【００３２】
　図４は、本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法の例示的なフロー
チャートであり、図４に示すように、方法１００は、Ｓ１１０～Ｓ１２０を含む。
【００３３】
　Ｓ１１０において、第１タイプ端末デバイスは、基地局及び／又は第２タイプ端末デバ
イスに、リソーススケジューリング要求情報を送信するか否かを確定する。ここで、前記
第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介して前記基地局と通信し、
前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを介して前記第２タイプ端
末デバイスと通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介
して前記基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジューリング
機能を備える。
【００３４】
　Ｓ１２０において、前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他
の第１タイプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定する。
【００３５】
　そのため、本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法において、第１
タイプ端末デバイスは、基地局又はリソーススケジューリング機能の備える第２タイプ端
末デバイスに、リソーススケジューリング要求を選択して送信することができる。それに
よって、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスに対して
スケジューリングすることができ、そのため、端末間の干渉を避け、伝送成功率を向上さ
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せ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保証し、Ｖ２Ｖシステムの通信
キャパシティを拡張することが可能である。
【００３６】
　また、さらに、第２タイプ端末デバイスは、無線リソーススケジューリングにおいて、
無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）接続方式
を利用せず、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）層での直接伝送方式を利用し、限られた物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を占用せず、基地局との多層スケジューリングと連携スケジュー
リングができる。そのため、第１タイプ端末デバイスが、基地局のカバレージされていな
い、又は基地局の部分にカバレージされているシーンにある場合でも、端末間の干渉を避
け、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を低減することが可能である。
【００３７】
　一例として、第１タイプ端末デバイスは、上記のＯＢＵであっても良く、第２タイプ端
末デバイスは、上記のＲＳＵであっても良い。
【００３８】
　一例として、第１タイプインターフェースは、上記の第１種類のインターフェースに対
応し、第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェースであっても良く、第２タイ
プインターフェースは、上記の第２種類のインターフェースに対応し、第２タイプインタ
ーフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又はＶ２Ｉインターフェースであっても良い。
【００３９】
　選択肢として、第１タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスが前記基地局
及び／又は前記第２タイプ端末デバイスのカバレージ範囲内にあると共に有効な接続があ
るか否か、前記第１タイプ端末デバイスの移動速度、前記基地局の信号カバレージ状況及
び前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ状況の情報のうちの少なくとも一つに基
づいて、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報
を送信するか否かを確定する。
【００４０】
　例えば、第１タイプ端末デバイスが、基地局のカバレージ範囲内であるが、第２タイプ
端末デバイスのカバレージ範囲内ではなく、基地局と有効な接続がある場合、第１タイプ
端末デバイスは、基地局にスケジューリング要求情報を送信し、又は、第１タイプ端末デ
バイスが、基地局のカバレージ範囲内にあると共に、第２タイプ端末デバイスのカバレー
ジ範囲内にもある場合、第１タイプ端末デバイスは、両者のうちのカバレージの強いほう
を選択して、リソーススケジューリング要求情報を送信することが可能である。又は、例
えば、第１タイプ端末デバイスの移動速度が遅い場合、基地局にリソーススケジューリン
グ要求情報を選択して送信することが可能であり、基地局にリンクリソースの割り当てを
要求する。第１タイプ端末デバイスは、基地局の信号カバレージの強度が一定の閾値より
低い場合、第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を選択して送信
することが可能であり、第２タイプ端末デバイスにリンクリソースの割り当てを要求する
。
【００４１】
　なお、第１タイプ端末デバイスが基地局又は第２タイプ端末デバイスのカバレージ範囲
内にあると共に、有効な接続をしている場合でも、第１タイプ端末デバイスは、基地局に
リソーススケジューリング要求情報を送信しないだけではなく、第２タイプ端末デバイス
にでもリソーススケジューリング要求情報を送信しないように選択することが可能であり
、リソースプール情報に基づいて、必要とするリンクリソースを確定する。
【００４２】
　また、さらに、第１タイプ端末デバイスは、基地局にもリソーススケジューリング要求
情報を送信し、第２タイプ端末デバイスにもリソーススケジューリング要求情報を送信す
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ることが可能であり、基地局から送信された、リソーススケジューリング要求情報に対応
するリソース割り当て情報、及び第２タイプ端末デバイスにより送信された、リソースス
ケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報を受信し、その後に基地局と第
２タイプ端末デバイスとによりそれぞれ送信されたリソース割り当て情報に基づいて、リ
ンクリソースを確定する。例えば、基地局と第２タイプ端末デバイスによりそれぞれ送信
された有効なリソース割り当て情報を同時に受信した場合、第１タイプ端末デバイスは、
第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報に基づいて、必要とする
リンクリソースを確定し、又は基地局から送信されたリソース割り当て情報に基づいて、
必要とするリンクリソースを確定することが可能であり、本発明においては、これについ
て限定しない。
【００４３】
　本発明の実施例において、選択肢として、第１タイプ端末デバイスは、基地局から送信
されたセルレベルリソースプール情報を受信し、また第２タイプ端末デバイスにより送信
された端末レベルリソースプール情報を受信することが可能である。
【００４４】
　また、さらに選択肢として、第１タイプ端末デバイスが基地局にリソーススケジューリ
ング要求情報を送信することを確定した場合、基地局に第１リソーススケジューリング要
求情報を送信する。
【００４５】
　基地局から送信されたリソース割り当て情報を受信した場合、基地局から送信されたリ
ソース割り当て情報が指示するリソースを前記リンクリソースとして確定し、又は、
　基地局から送信されたリソース割り当て情報が受信されていない場合、基地局及び／又
は第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信するか否かを確定
し、基地局と第２タイプ端末デバイスとにリソーススケジューリング要求情報を送信しな
いことを確定した場合、セルレベルリソースプール情報及び／又は端末レベルリソースプ
ール情報に基づいて、リンクリソースを確定する。
【００４６】
　なお、第１タイプ端末デバイスは、基地局から送信されたリソース割り当て情報を受信
した場合、該リソース割り当て情報が有効か否かを確定することもでき、有効であると確
認した場合、該リソース割り当て情報により指示されているリソースをリンクリソースと
して確定する。ここで、リソース割り当て情報が有効であることは、該リソース割り当て
情報により指示されているリソースが予め設定されているリソースプール内にあるが、セ
ルレベルリソースプール内にないと理解することが可能であり、本発明はこれについて限
定しない。
【００４７】
　選択肢として、第１タイプ端末デバイスが基地局から送信されたリソース割り当て情報
が受信されていないことは、第１タイプ端末デバイスが基地局に一回にリソーススケジュ
ーリング要求情報を送信した後の予め設定されている時間内に、基地局から送信されたリ
ソース割り当て情報が成功に受信されていないと理解しても良く、又は、第１タイプ端末
デバイスは、基地局にＮ回にリソーススケジューリング要求情報を送信したが、基地局か
ら送信されたリソース割り当て情報がずっと受信されていないと理解しても良く、ここで
、予め設定されている時間は、実際のニーズにより設定されても良く、Ｎの値も実際のニ
ーズにより設定されても良く、本発明においては、これについて限定しない。
【００４８】
　本発明の実施例において、選択肢として、第１タイプ端末デバイスは、前記第２タイプ
端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信することを確定した場合、前記第２
タイプ端末デバイスに第２リソーススケジューリング要求情報を送信する。
【００４９】
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割り当て情報を受信した
場合、前記第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示するリ
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ソースを前記リンクリソースとして確定する。
【００５０】
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割り当て情報が受信され
ていない場合、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジュー
リング要求を送信するか否かを確定する。
【００５１】
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスとに、リソーススケジューリング要求を送信
しないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベ
ルリソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定する。
【００５２】
　選択肢として、第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示
するリソースが、前記セルレベルリソースプール情報により指示されているリソース内に
あり、しかも第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示する
リソースが、端末レベルリソースプール情報により指示されているリソース内にない場合
、該リソース割り当て情報が有効なリソース割り当て情報であると見なすことができる。
第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示するリソースのす
べて又は一部が、セルレベルリソースプール情報により指示されているリソース内になく
、又は第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示するリソー
スが、端末レベルリソースプール情報により指示されているリソース内にある場合、該リ
ソース割り当て情報が無効なリソース割り当て情報であるとみなすことができる。本発明
は、これに限定されない。
【００５３】
　本発明の実施例において、選択肢として、第１タイプ端末デバイスが、セルレベルリソ
ースプール情報と端末レベルリソースプール情報とに基づいて、リンクリソースを確定す
る時に、セルレベルリソースプール情報と端末レベルリソースプール情報とに基づいて、
優先的に採用するリソースプールを自ら選択することが可能であり、優先的に採用するリ
ソースプールの中からリンクリソースを確定し、又は、第１タイプ端末デバイスは、基地
局の設定に基づいて、優先的に採用するリソースプールを選択することが可能であり、優
先的に採用する該リソースプールの中からリンクリソースを確定する。
【００５４】
　選択肢として、第１タイプデバイスは、標準規格の、又はデフォルトのルールに基づい
て、優先的に採用するリソースプールを自ら選択することが可能である。基地局は、ＲＲ
Ｃシグナリングによって該基地局の設定を第１タイプ端末デバイスに送信することができ
る。
【００５５】
　選択肢として、一つの実施例として、上記に記載されている第１タイプ端末デバイスは
、優先的に採用するリソースプールを自ら選択することができ、優先的に採用するリソー
スプールからリンクリソースを確定し、具体的に下記のルールに従って、リソースを自ら
選択することができる。
【００５６】
　前記端末レベルリソースプール情報が有効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定し、又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が有効であることを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報により指示さ
れているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定し、
又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が無効であることを確定した場合、予め設定されているリソースプールの中の一部又
はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定する。
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【００５７】
　具体的に、第１タイプ端末デバイスは、デフォルトのルール又は基地局の設定に基づい
て、優先的に採用するリソースプールを選択することができ、セルレベルリソースプール
を優先的に採用することを確定した場合、有効なセルレベルリソースプール情報を受信し
たか否かを確定し、有効なセルレベルリソースプール情報が受信された場合、セルレベル
リソースプールの中からリソースを自ら選択し、有効なセルレベルリソースプール情報が
受信されていない場合、有効な端末レベルリソースプール情報を受信したか否かを確定し
、有効な端末レベルリソースプール情報が受信された場合、端末レベルリソースプールの
中からリソースを選択し、有効な端末レベルリソースプール情報が受信されていない場合
、予め設定されているリソースプールの中からリソースを選択する。端末レベルリソース
プールを優先的に採用することを確定した場合、有効な端末レベルリソースプール情報を
受信したか否かを確定し、有効な端末レベルリソースプール情報が受信された場合、端末
レベルリソースプールの中からリソースを選択し、有効な端末レベルリソースプール情報
が受信されていない場合、有効なセルレベルリソースプール情報を受信したか否かを確定
し、有効なセルレベルリソースプール情報が受信された場合、セルレベルリソースプール
の中からリソースを選択し、有効なセルレベルリソースプール情報が受信されていない場
合、予め設定されているリソースプールの中からリソースを選択する。
【００５８】
　また、さらに、端末レベルリソースプール情報が無効である場合、第１タイプ端末デバ
イスは、端末レベルリソースプール情報により指示されているリソースと、セルレベルリ
ソースプールにより指示されているリソースとの共同部分の中の一部又はすべてのリソー
スをリンクリソースとして確定することができる。つまり、第１タイプ端末デバイスは、
端末レベルリソースプールとセルレベルリソースプールとの共通部分からリソースデータ
及びその伝送パラメータをを選択する。
【００５９】
　選択肢として、端末レベルリソースプール情報が有効であることは、端末レベルリソー
スプール情報により指示されている端末レベルリソースプールが、セルレベルリソースプ
ール情報により指示されているセルレベルリソースプール内にあることを理解することが
可能であり、端末レベルリソースプールにより指示されているリソースプールの一部又は
すべてが、セルレベルリソースプール情報により指示されているセルレベルリソースプー
ル内にない場合、該端末レベルリソースプール情報が無効であると見なしても良く、セル
レベルリソースプール情報が有効であることは、第１タイプ端末デバイスが該セルレベル
リソースプール情報を成功に受信したことを理解しても良く、本発明はこれに限定されな
い。
【００６０】
　選択肢として、一例として、端末レベルリソースプールを優先的に採用し、且つ端末レ
ベルリソースプール情報が有効であることを確定した場合でも、第１タイプ端末デバイス
は、直接に自ら又は基地局の設定に基づいて、セルレベルリソースプールの中からリソー
スを選択し、又はセルレベルリソースプールを優先的に採用してもよく、セルレベルリソ
ースプール情報が有効であることを確定した場合でも、第１タイプ端末デバイスは、直接
に自ら又は基地局の設定に基づいて、端末レベルリソースプールの中からリソースを選択
しても良い。
【００６１】
　そのため、本発明の実施例におけるリソーススケジューリング方法を採用し、図５に示
されているリソーススケジューリングとリソースプールの区分けとの衝突が発生した場合
でも、第１タイプ端末は、衝突の可能性があるリソースを使用することを主動的に回避す
ることができ、システム性能の低減を避ける。
【００６２】
　具体的に、図５において、ＲＳＵのカバレージ範囲は、二つの隣接セルの接合点に跨っ
ている場合、「ＲＳＵがセルＡのカバレージ内にあり、ＲＳＵのカバレージ範囲内にある
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幾つかの端末がセルＢカバレージ内にある」という状況が現れる可能性がある。この場合
、ＲＳＵが該端末に送信しているスケジューリング情報及び端末レベルリソースプール情
報は、Ａセルのセルレベルリソースプールに基づいて選択と区分けするものであり、端末
の所在しているＢセルのセルレベルリソースプールと衝突する可能性があり、この時、端
末がまだＡセルのスケジューリングとリソースプールを任意に使用する場合、Ｂセルのス
ケジューリング又はリソースプールの区分けを妨害する可能性がある。それに対して本発
明の実施例におけるリソーススケジューリング方法を採用し、ＲＳＵのスケジューリング
と端末レベルリソースプールの区分は、基地局と衝突した場合、端末は、基地局と衝突し
ないリソーススケジューリングとリソースプールだけを採用してデータ及びそれの伝送パ
ラメータの送信を行い、システム性能の低下を避ける。
【００６３】
　図６は、本発明の一つの具体的な実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法で
あり、この例は、当業者に本発明の実施例をよりよく理解させるためのものであり、本発
明の実施例の範囲を制限するわけではない。図６における方法は、タイプ１端末（上記の
第１タイプ端末デバイスと対応する）により実施され、図６に示すように、方法２００は
、Ｓ２０１～Ｓ２１０を含む。
【００６４】
　Ｓ２０１において、ＡＩ１を介して基地局から送信されたセルレベルＡＩ２リソースプ
ール情報を受信する。
【００６５】
　ＡＩ１は、基地局とタイプ１端末との間のインターフェースである。
【００６６】
　Ｓ２０２において、ＡＩ２を介してタイプ２端末から送信されたタイプ２端末レベルＡ
Ｉ２リソースプール情報を受信する。
【００６７】
　ＡＩ２は、タイプ２とタイプ１端末との間のインターフェースである。
【００６８】
　Ｓ２０３において、タイプ１端末は、基地局にＡＩ２リソーススケジューリング要求を
行うか、それともタイプ２端末にＡＩ２リソーススケジューリング要求を行うかを選択す
る。
【００６９】
　Ｓ２０４において、基地局にＡＩ２リソーススケジューリング要求を行うことを決定し
た場合、タイプ１端末は、ＡＩ１を介してＡＩ２リソーススケジューリング要求を基地局
に送信する。
【００７０】
　Ｓ２０５において、タイプ１端末は、基地局から有効なＡＩ２リソース割り当て情報が
受信されたか否かを判断する。
【００７１】
　Ｓ２０６において、基地局のリソース割り当て情報に基づいて、ＡＩ２信号を送信する
。
【００７２】
　具体的に、タイプ１端末が基地局からの有効なＡＩ２リソース割り当て情報を受信した
場合、該リソース割り当て情報により指示されているリソースを用いて、その他のタイプ
１端末にＡＩ２データ及びそれの伝送パラメータを送信する。基地局からの有効なＡＩ２
リソース割り当て情報が受信されていない場合、Ｓ２０３に戻り、どちらにＡＩ２リソー
ススケジューリング要求を行うかを改めて選択する。
【００７３】
　Ｓ２０７において、タイプ２端末にＡＩ２リソーススケジューリング要求を行うことを
決定した場合、タイプ１端末は、ＡＩ２を介してＡＩ２リソーススケジューリング要求を
タイプ２端末に送信する。
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【００７４】
　Ｓ２０８において、タイプ１端末は、タイプ２端末から有効なＡＩ２リソース割り当て
情報を受信したか否かを判断する。
【００７５】
　Ｓ２０９において、タイプ２端末のリソース割り当て情報に基づいて、ＡＩ２信号を送
信する。
【００７６】
　具体的に、タイプ１端末がタイプ２端末からの有効なＡＩ２リソース割り当て情報を受
信した場合、該リソース割り当て情報により指示されているリソースを用いて、その他の
タイプ１端末にＡＩ２データ及びそれの伝送パラメータを送信する。タイプ２端末からの
有効なＡＩ２リソース割り当て情報が受信されていない場合、Ｓ２０３に戻り、どちらに
ＡＩ２リソーススケジューリング要求を行うかを改めて選択する。
【００７７】
　Ｓ２１０において、Ｓ２０３で、タイプ１端末が基地局又はタイプ２端末にＡＩ２リソ
ーススケジューリング要求をもう行わないことを決定した場合、ＡＩ２リソースプールの
中からリソースを自ら選択し、ＡＩ２データ及びそれの伝送パラメータを送信する。
【００７８】
　選択肢として、Ｓ２１０において、タイプ１端末は、図７に示されている方法に従って
リソースの選択を行い、図７に示すように、Ｓ２１０は、具体的に、Ｓ２１１～Ｓ２２０
を含む。
【００７９】
　Ｓ２１１において、タイプ１端末は、セルレベルリソースプールを優先的に採用するか
、それともタイプ２端末レベルリソースプールを優先的に採用するかを選択する。
【００８０】
　選択肢として、Ｓ２１１において、タイプ１端末は、上記の方法に基づいて、どちらの
リソースプールを優先的に採用するかを選択することができる。
【００８１】
　Ｓ２１２において、タイプ１端末がセルレベルリソースプールを優先的に採用すると確
定した場合、有効なセルレベルＡＩ２リソースプール情報を受信したか否かを判断する。
【００８２】
　Ｓ２１３において、有効なセルレベルＡＩ２リソースプール情報を受信したと確定した
場合、セルレベルリソースプール中からリソースを選択してＡＩ２信号の送信を行う。
【００８３】
　Ｓ２１４において、有効なセルレベルＡＩ２リソースプール情報が受信されていないと
確定した場合、有効なタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール情報を受信したか否かを
確定する。
【００８４】
　Ｓ２１５において、Ｓ２１４で有効なタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール情報を
受信したと確定した場合、タイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール中からリソースを選
択してＡＩ２信号の送信を行う。
【００８５】
　Ｓ２１６において、タイプ１端末がタイプ２端末レベルリソースプールを優先的に採用
すると確定した場合、有効なタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール情報を受信したか
否かを判断する。
【００８６】
　Ｓ２１７において、有効なタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール情報を受信したと
確定した場合、タイプ２端末レベルリソースプールの中からリソースを選択しＡＩ２信号
の送信を行う。
【００８７】
　Ｓ２１８において、有効なタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール情報が受信されて
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いないと確定した場合、有効なセルレベルＡＩ２リソースプール情報を受信したか否かを
確定する。
【００８８】
　Ｓ２１９において、Ｓ２１８で有効なセルレベルＡＩ２リソースプール情報を受信した
と確定した場合、セルレベルＡＩ２リソースプールの中からリソースを選択してＡＩ２信
号の送信を行う。
【００８９】
　Ｓ２２０において、Ｓ２１４で有効なタイプ２端末レベルＡＩ２リソースプール情報が
受信されていないと確定した場合、又は、Ｓ２１９で有効なセルレベルＡＩ２リソースプ
ール情報が受信されていないと確定した場合、予め設定されているＡＩ２リソースプール
の中からリソースを選択してＡＩ２信号の送信を行う。
【００９０】
　なお、上記の各フローの項番の前後は実施する順番の前後と意味するわけではなく、各
フローの実施順番は機能と内部のロジックにより確定すべきであり、本発明の実施例の実
施過程に対する限定になるわけではない。
【００９１】
　方法２００におけるタイプ１端末は、上記の第１タイプ端末デバイスと対応し、タイプ
２端末は、上記の第２タイプ端末デバイスと対応し、ＡＩ１は、第１タイプインターフェ
ースと対応し、ＡＩ２は、上記の第２タイプインターフェースと対応し、セルレベルＡＩ
２リソースプールは、上記のセルレベルリソースプールと対応し、タイプ２端末レベルＡ
Ｉ２リソースプールは、上記の端末レベルリソースプールと対応する。
【００９２】
　そのため、本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法において、第１
タイプ端末デバイスは、基地局又はリソーススケジューリング機能の備える第２タイプ端
末デバイスに、リソーススケジューリング要求を選択して送信することができる。それに
よって、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスに対して
スケジューリングすることができ、そのため、端末間の干渉を避け、伝送成功率を向上さ
せ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保証し、Ｖ２Ｖシステムの通信
キャパシティを拡張することが可能である。
【００９３】
　以上、図４～図７を結合して第１タイプ端末デバイス側から、本発明の実施例に基づく
無線リソーススケジューリング方法を詳しく説明し、以下において、図８～図１１を結合
して第２タイプ端末デバイス側から、本発明のもう一つの実施例に基づく無線リソースス
ケジューリング方法を詳しく説明する。なお、第１タイプ端末デバイス側において説明し
た第２タイプ端末デバイスと第１タイプ端末デバイスとのインタラクション及び相関特性
、機能等は、第２タイプ端末デバイス側における説明と対応し合い、簡潔のため、適切に
重複を省略する。
【００９４】
　図８には、本発明のもう一つの実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法を示
しており、図８に示すように、該方法３００は、Ｓ３１０～Ｓ３２０を含む。
【００９５】
　Ｓ３１０において、第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスにより送信さ
れたリソーススケジューリング要求情報を受信し、ここで、前記第２タイプ端末デバイス
は、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイス
は、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイス
は、第２タイプインターフェースを介して、前記第１タイプ端末デバイスと通信する。
【００９６】
　Ｓ３２０において、前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づい
て、その他の第１タイプ端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記
第２タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスにリソース割り当て情報を送信



(24) JP 2018-536303 A 2018.12.6

10

20

30

40

50

する。
【００９７】
　そのため、本発明の実施例に基づくリソーススケジューリング方法において、第２タイ
プ端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備え、端末が基地局の部分のカバ
レージされている、又は基地局のカバレージされていないシーンにある場合、基地局の代
わりに、端末にリソースを送信して動的にスケジューリングを行うことができ、伝送成功
率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保証する。
【００９８】
　また、さらに、第２タイプ端末デバイスのリソースに対するスケジューリングは、基地
局の第１タイプインターフェースにおけるスケジューリング作業を分担し、セルラーネッ
トワークＰＤＣＣＨとＰＵＣＣＨのネットワーク負荷を減少し、多くの制御チャネルリソ
ースをセルラー通信サービスに残してあげることができ、且つ、基地局のカバレージ範囲
内に複数の第２タイプ端末デバイスを配置することによって、複数の周波数多重化エリア
が形成され、より詳細化した周波数多重化によって、より高い周波数利用効率を実現する
。
【００９９】
　本発明の実施例において、好ましく、第２タイプ端末デバイスは、基地局から送信され
たセルレベルリソースプール情報を受信したか否かを確定することができ、基地局から送
信されたセルレベルリソースプール情報を受信したと確定した場合、セルレベルリソース
プール情報に基づいて、第１タイプ端末デバイスに端末レベルリソースプール情報を送信
し、リソーススケジューリング要求情報、前記セルレベルリソースプール情報、及び前記
端末レベルリソースプール情報に基づいて、リソース割り当て情報を確定し、その後、第
１タイプ端末デバイスにリソース割り当て情報を送信する。
【０１００】
　具体的に、第２タイプ端末デバイスは、基地局から送信されたセルレベルリソースプー
ル情報を受信した時に、セルレベルリソースプール情報により指示されているリソースの
中の一部のリソースを端末レベルリソースプールと確定することができ、第１タイプ端末
デバイスに、端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリソースプール情報を送信
する。又は、言い換えれば、第２タイプ端末デバイスは、セルレベルリソースプール情報
を受信した後に、セルレベルリソースプールの中からさらに一回の区分けを実施すること
が可能であり、セルレベルリソースプールの中から、スケジューリングための一部のリソ
ースを取り出し、残りのリソースを端末レベルリソースプールとし、第１タイプ端末デバ
イスによってその中からリソースを自ら選択して使用する。
【０１０１】
　例を挙げて説明すると、第２タイプ端末デバイスがセルレベルリソースプール情報（第
２タイプ端末デバイスが基地局のカバレージ内にある（Ｉｎ　Ｃｏｖｅｒａｇｅシーン）
）を受信した場合、図９に示すように、第２タイプ端末デバイスは、セルレベルリソース
プール情報により指示されているセルレベルリソースプールにおいて一部のリソースを端
末レベルリソースプールとすることができ、残りの部分は、第２タイプ端末デバイスが第
１タイプ端末デバイスを動的なリソーススケジューリングすることに用いられることがで
きる。
【０１０２】
　また、さらに、第２タイプ端末デバイスは、基地局に構成情報を送信し、該構成情報は
、該第２タイプ端末デバイスの関連構成を指示し、基地局が構成情報に基づいて、第１タ
イプ端末デバイスをスケジューリングするようにする。
【０１０３】
　具体的に、第２タイプ端末デバイスにより送信された構成情報は、端末レベルリソース
プール情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置情報、前記第２タイプ端末デバイスの信
号カバレージ能力情報のうちのいずれか一つを含むことができる。
【０１０４】
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　そのため、第２タイプ端末デバイスが基地局に自身の構成情報を報告することによって
、基地局と第２タイプ端末デバイスとの間の連携スケジューリングを実現することができ
る。
【０１０５】
　本発明の実施例において、選択肢として、第２タイプ端末デバイスが基地局から送信さ
れたセルレベルリソースプール情報が受信されていない場合、予め設定されているリソー
スプールに基づいて、第１タイプ端末デバイスに端末レベルリソースプール情報を送信し
、前記リソーススケジューリング要求情報、前記予め設定されているリソースプールと前
記端末レベルリソースプール情報に基づいて、リソース割り当て情報を確定し、その後、
第１タイプ端末デバイスにリソース割り当て情報を送信する。
【０１０６】
　具体的に、第２タイプ端末デバイスは、予め設定されているリソースプールの中の一部
のリソースを端末レベルリソースプールとして確定し、第１タイプ端末デバイスに、端末
レベルリソースプールを指示する端末レベルリソースプール情報を送信する。
【０１０７】
　例を挙げて説明すると、第２タイプ端末デバイスが基地局から送信されたセルレベルリ
ソースプール情報（第２タイプ端末デバイスが基地局のカバレージ範囲内にない（Ｏｕｔ
　ｏｆ　Ｃｏｖｅｒａｇｅシーン））が受信されていない場合、図１０に示すように、第
２タイプ端末デバイスは、予め設定されているリソースプールにおいて一部のリソースを
端末レベルリソースプールとし、残りのリソースは、第２タイプ端末デバイスが第１タイ
プ端末デバイスをスケジューリングすることに用いられることができる。
【０１０８】
　選択肢として、一例として、前記第１タイプインターフェースはＵｕインターフェース
であり、及び／又は、前記第２タイプインターフェースは、Ｖ２Ｖインターフェース又は
Ｖ２Ｉインターフェースである。
【０１０９】
　図１１は、本発明のもう一つの具体的な実施例に基づく無線リソーススケジューリング
方法であり、この例は、当業者に本発明の実施例をよりよく理解させるためのものであり
、本発明の実施例の範囲を制限するわけではない。図１１における方法は、タイプ２端末
（上記の第２タイプ端末デバイスに対応する）によって実施され、図１１に示すように、
方法４００は、Ｓ４０１～Ｓ４１３を含む。
【０１１０】
　Ｓ４０１において、ＡＩ１を介して基地局から送信されたセルレベルＡＩ２リソースプ
ール情報を受信する。
【０１１１】
　Ｓ４０２において、タイプ２端末は、基地局から送信されたセルレベルＡＩ２リソース
プール情報を受信したか否かを判断する。
【０１１２】
　Ｓ４０３において、タイプ２端末はセルレベルＡＩ２リソースプール情報が受信した場
合、該セルレベルＡＩ２リソースプール情報に基づいて、タイプ２端末レベルリソースプ
ールを区分けする。
【０１１３】
　Ｓ４０４において、タイプ２端末は、ＡＩ２を介してタイプ２端末レベルリソースプー
ル情報をタイプ１端末に送信する。
【０１１４】
　Ｓ４０５において、タイプ２端末は、ＡＩ１を介して自身の構成情報を基地局に報告す
る。
【０１１５】
　Ｓ４０６において、タイプ２端末は、ＡＩ２を介してタイプ１端末からのＡＩ２リソー
ススケジューリング要求を持続的に監視する。
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【０１１６】
　Ｓ４０７において、タイプ２端末は、タイプ１端末からのＡＩ２リソーススケジューリ
ング要求を受信したか否かを判断する。
【０１１７】
　Ｓ４０８において、タイプ２端末がタイプ１端末からのＡＩ２リソーススケジューリン
グ要求を受信した場合、セルレベルＡＩ２リソースプールとタイプ２端末レベルＡＩ２リ
ソースプールに基づいて、該タイプ１端末のためにＡＩ２リソースをスケジューリングし
、対応するＡＩ２リソース構成情報をＡＩ２を介して該タイプ１端末に送信する。
【０１１８】
　Ｓ４０９において、タイプ２端末は、セルレベルＡＩ２リソースプール情報が受信され
ていない場合、予め設定されているＡＩ２リソースプールに基づいて、タイプ２端末レベ
ルＡＩ２リソースプールを区分けする。
【０１１９】
　Ｓ４１０において、タイプ２端末は、ＡＩ２を介してタイプ２端末レベルリソースプー
ル情報をタイプ１端末に送信する。
【０１２０】
　Ｓ４１１において、タイプ２端末は、ＡＩ２を介してタイプ１端末からのＡＩ２リソー
ススケジューリング要求を持続的に監視する。
【０１２１】
　Ｓ４１２において、タイプ２端末は、タイプ１端末からのＡＩ２リソーススケジューリ
ング要求を受信したか否かを判断する。
【０１２２】
　Ｓ４１３において、タイプ２端末は、タイプ１端末からのＡＩ２リソーススケジューリ
ング要求を受信した場合、予め設定されているＡＩ２リソースプールとタイプ２端末レベ
ルＡＩ２リソースプールに基づいて、該タイプ１端末のためにＡＩ２リソースをスケジュ
ーリングし、対応するＡＩ２リソース構成情報をＡＩ２を介して該タイプ１端末に送信す
る。
【０１２３】
　なお、方法４００におけるタイプ１端末は、上記の第１タイプ端末デバイスに対応し、
タイプ２端末は、上記の第２タイプ端末デバイスに対応し、ＡＩ１は上記の第１タイプイ
ンターフェースに対応し、ＡＩ２は上記の第２タイプインターフェースに対応し、Ｓ４０
５は選択可能なステップであり、即ちタイプ２端末は、基地局に自身の構成情報を報告し
なくても良い。
【０１２４】
　そのため、本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法において、第２
タイプ端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備え、端末が基地局の部分の
カバレージされている、又は基地局のカバレージされていないシーンにある場合、基地局
の代わりに、端末にリソース送信するして動的にスケジューリングを行い、伝送成功率を
向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保証する。
【０１２５】
　以下において図１２を結合して基地局側から本発明の実施例に基づく無線リソーススケ
ジューリング方法を詳しく説明し、図１２に示すように、方法４００は、Ｓ４１０～Ｓ４
３０を含む。
【０１２６】
　Ｓ４１０において、基地局は、第１タイプ端末デバイスと第２タイプ端末デバイスとに
、セルレベルリソースプール情報を送信し、ここで、前記基地局は、第１タイプインター
フェースを介して、前記第１タイプ端末デバイスと通信し、前記基地局は、第１タイプイ
ンターフェースを介して、前記第２タイプ端末デバイスと通信し、前記第１タイプ端末デ
バイスは、第２タイプインターフェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通信する
。
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【０１２７】
　Ｓ４２０において、前記基地局は、前記第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソ
ーススケジューリング要求を受信する。
【０１２８】
　Ｓ４３０において、前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づい
て、その他の第１タイプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定するために
、前記基地局は、前記リソーススケジューリング要求に基づいて、前記第１タイプ端末デ
バイスにリソース割り当て情報を送信する。
【０１２９】
　そのため、本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法において、基地
局は、第２タイプ端末デバイスにセルレベルリソースプール情報を送信することができ、
第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備え、そのため、端末デ
バイスが基地局のカバレージ範囲内にある場合、基地局によって端末デバイスに対してス
ケジューリングを行うことができ、端末デバイスは、端末が基地局の部分のカバレージさ
れている、又は基地局のカバレージされていないシーンにある場合、第２タイプ端末デバ
イスによって、端末にリソースを送信して動的にスケジューリングすることができる。そ
のため、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保
証することができる。
【０１３０】
　本発明の実施例において、選択肢として、基地局は、第２タイプ端末デバイスにより送
信された構成情報を受信することが可能であり、前記構成情報は、前記第２タイプ端末デ
バイスの関連構成を指示し、前記基地局が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末
デバイスに対してスケジューリングを行うようにする。
【０１３１】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記構成情報は、端末レベルリソースプール
情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置情報、前記第２タイプ端末デバイスの信号カバ
レージ能力情報のうちのいずれか一つを含む。
【０１３２】
　選択肢として、一例として、前記第１タイプインターフェースは、Ｕｕインターフェー
スであり、及び／又は、前記第２タイプインターフェースはＶ２Ｖインターフェース、又
はＶ２Ｉインターフェースである。
【０１３３】
　そのため、本発明の実施例に基づく無線リソーススケジューリング方法において、基地
局は、第２タイプ端末デバイスにセルレベルリソースプール情報を送信することができ、
第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備え、そのため、端末デ
バイスが基地局カバレージ範囲内にある場合、基地局によって端末デバイスに対してスケ
ジューリングを行うことができ、端末デバイスは、端末が基地局の部分のカバレージされ
ている、又は基地局のカバレージされていないシーンにある場合、第２タイプ端末デバイ
スによって、端末の送信するリソースに対して動的にスケジューリングすることができる
。そのため、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性
を保証することができる。
【０１３４】
　以下、図１３を結合して本発明の実施例に基づく装置を詳しく説明し、図に示すように
、装置１０は、リソース設定モジュール１１を含む。
【０１３５】
　リソース設定モジュール１１は、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスにリソース
スケジューリング要求情報を送信するか否かを確定するように構成され、ここで、前記装
置は、第１タイプインターフェースを介して前記基地局と通信し、前記装置は、第２タイ
プインターフェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通信し、前記第２タイプ端末
デバイスは、第１タイプインターフェースを介して前記基地局と通信し、前記第２タイプ
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端末デバイスは、リソースのスケジューリング機能を備える。
【０１３６】
　前記リソース設定モジュール１１は、確定した結果に基づいて、その他の装置と通信す
るためのリンクリソースを確定するように構成される。
【０１３７】
　そのため、本発明の実施例における装置は、基地局、又はリソーススケジューリング機
能の備える第２タイプ端末デバイスに、リソーススケジューリング要求情報を選択して送
信することができる。それによって、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスは、第１
タイプ端末デバイスに対してスケジューリングすることができ、そのため、端末間の干渉
を避け、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保
証し、Ｖ２Ｖシステムの通信キャパシティを拡張することができる。
【０１３８】
　選択肢として、図１４に示すように、前記装置は、受信モジュール１２をさらに含む。
【０１３９】
　受信モジュール１２は、前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受
信するように構成される。
【０１４０】
　前記受信モジュール１２は、前記第２タイプ端末デバイスにより送信された端末レベル
リソースプール情報を受信するように構成される。
【０１４１】
　選択肢として、図１５に示すように、前記装置は、送信モジュール１３をさらに含む。
【０１４２】
　送信モジュール１３は、前記リソース設定モジュール１１が前記基地局にリソーススケ
ジューリング要求情報を送信することを確定した場合、前記基地局に第１リソーススケジ
ューリング要求情報を送信するように構成され、
　ここで、前記リソース設定モジュール１１は、
　前記受信モジュール１２が前記基地局から送信されたリソース割り当て情報を受信した
時に、前記基地局から送信されたリソース割り当て情報が指示するリソースを前記リンク
リソースとして確定し、又は、
　前記受信モジュール１２が前記基地局から送信されたリソース割り当て情報が受信され
ていない場合、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジュー
リング要求情報を送信するか否かを確定し、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスとに、リソーススケジューリング要求情報を
送信しないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末
レベルリソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定する、ように構成され
る。
【０１４３】
　本発明の実施例において、選択肢として、送信モジュール１３は、前記第２タイプ端末
デバイスに、リソーススケジューリング要求を送信することを確定した場合、前記第２タ
イプ端末デバイスに第２リソーススケジューリング要求情報を送信するように構成される
。
【０１４４】
　ここで、前記リソース設定モジュール１１は、
　前記受信モジュール１２が前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソー
ス割り当て情報を受信した場合、前記第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース
割り当て情報が指示するリソースを前記リンクリソースとして確定し、又は、
　前記受信モジュール１２が前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソー
ス割り当て情報が受信されていない場合、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバ
イスにリソーススケジューリング要求を送信するか否かを確定し、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスに、リソーススケジューリング要求を送信し
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ないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベル
リソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定する、ように構成される。
【０１４５】
　本発明の実施例において、選択肢として、送信モジュール１３は、前記リソース設定モ
ジュール１１が前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスとにリソーススケジューリング
要求情報を送信することを確定した場合、前記基地局に第３リソーススケジューリング要
求情報を送信し、前記第２タイプ端末デバイスに第４リソーススケジューリング要求情報
を送信するように構成される。
【０１４６】
　ここで、前記受信モジュール１２は、
　前記基地局から送信された、前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリ
ソース割り当て情報を受信し、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された、前記第４リソーススケジューリング要
求情報に対応するリソース割り当て情報を受信するように構成され、
　ここで、前記リソース設定モジュール１１は、
　前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報と、前記
第４リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報に基づいて、前
記リンクリソースを確定するように構成される。
【０１４７】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソース設定モジュール１１は、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスとにリソーススケジューリング要求を送信し
ないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソース
プール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定するように構成される。
【０１４８】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソース設定モジュール１１は、具体的
に、
　前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報に基づいて、
優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、
　前記優先的に採用するリソースプールの中から前記リンクリソースを確定し、又は、
　前記基地局の設定に基づいて、優先的に採用するリソースプールを選択し、
　前記優先的に採用するリソースプールの中から前記リンクリソースを確定する、ように
構成される。
【０１４９】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソース設定モジュール１１は、具体的
に
　前記端末レベルリソースプール情報が有効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定し、又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が有効であることを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報により指示さ
れているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定し、
又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が無効であることを確定した場合、予め設定されているリソースプールの中の一部又
はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定する、ように構成される。
【０１５０】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソース設定モジュール１１は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースと、前記セルレベルリソースプール指
示情報により指示されているリソースとの共同部分の中の一部又はすべてのリソースを前



(30) JP 2018-536303 A 2018.12.6

10

20

30

40

50

記リンクリソースとして確定する、ように構成される。
【０１５１】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソース設定モジュール１１は、具体的
に、
　前記装置が前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスのカバレージ範囲内にあ
ると共に有効な接続があるか否か、前記装置の移動速度、前記基地局の信号カバレージ状
況と前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ状況、のうちの少なくとも一つに基づ
いて、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要
求情報を送信するか否かを確定する、ように構成される。
【０１５２】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記第１タイプインターフェースはＵｕイン
ターフェースであり、及び／又は、前記第２タイプインターフェースはＶ２Ｖインターフ
ェース又はＶ２Ｉインターフェースである。
【０１５３】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記装置は、車載ユニットＯＢＵであり、及
び／又は、前記第２タイプ端末デバイスは路側ユニットＲＳＵである。
【０１５４】
　なお、本発明の実施例において、リソース設定モジュール１１はプロセッサにより実現
されても良く、受信モジュール１２は受信機により実現されても良く、送信モジュール１
３は送信機により実現されても良い。図１６に示すように、装置１００は、プロセッサ１
０１、受信機１０２、送信機１０３と記憶装置１０４を含むことが可能である。ここで、
記憶装置１０４は、プロセッサ１０１により実行されるコード等を記憶するように構成さ
れることが可能である。
【０１５５】
　装置１００内の各コンポーネントはバスシステムシステム１０５によって接続されてお
り、ここでバスシステム１０５は、データバス以外に、電源バス、制御バス及び状態信号
バスを含む。
【０１５６】
　図１３～図１５に示されている装置１０、又は図１６に示されている装置１００は、上
記図４における方法の実施例で実現する各フローを実現することが可能であり、重複を避
けるために、ここでそれ以上説明しない。
【０１５７】
　以下において図１７を結合して、本発明のさらなる実施例に基づく装置を詳しく説明し
、図１７に示すように、装置２０は、受信モジュール２１と送信モジュール２２を含む。
【０１５８】
　受信モジュール２１は、第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジュー
リング要求情報を受信するように構成され、ここで、前記装置は、第１タイプインターフ
ェースを介して基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフ
ェースを介して基地局と通信し、前記装置は、第２タイプインターフェースを介して、前
記第１タイプ端末デバイスと通信する。
【０１５９】
　送信モジュール２２は、前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基
づいて、その他の第１タイプ端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、
前記第１タイプ端末デバイスにリソース割り当て情報を送信するように構成される。
【０１６０】
　そのため、本発明の実施例に基づく装置は、リソーススケジューリング機能を備え、端
末が基地局の部分にカバレージされている、又は基地局のカバレージされていないシーン
にある場合、基地局の代わりに、端末にリソースを送信して動的にスケジューリングを行
うことができ、伝送成功率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼
性を保証する。
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【０１６１】
　本発明の実施例において、選択肢として、図１８に示すように、前記装置は、リソース
スケジューリングモジュール２３をさらに含む。
【０１６２】
　リソーススケジューリングモジュール２３は、前記受信モジュールが前記基地局から送
信されたセルレベルリソースプール情報を受信したか否かを確定するように構成され、
　ここで、前記送信モジュール２２は、具体的に、前記リソーススケジューリングモジュ
ールが前記受信モジュールで前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を
受信したことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報に基づいて、前記第１
タイプ端末デバイスに端末レベルリソースプール情報を送信するように構成される。
【０１６３】
　前記リソーススケジューリングモジュール２３は、前記リソーススケジューリング要求
情報、前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報に基づい
て、前記リソース割り当て情報を確定するように構成され、
　前記送信モジュール２２は、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報
を送信するように構成される。
【０１６４】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソーススケジューリングモジュール２
３は、具体的に、
　前記セルレベルリソースプール情報により指示されているリソースの中の一部のリソー
スを端末レベルリソースプールとして確定するように構成され、
　ここで、前記送信モジュール２２は、具体的に、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリ
ソースプール情報を送信するように構成される。
【０１６５】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記送信モジュール２２は、
　前記基地局は構成情報を送信するように構成され、前記構成情報は、前記装置の関連構
成を指示し、前記基地局が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに対し
てスケジューリングを行うようにする。
【０１６６】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記構成情報は、端末レベルリソースプール
情報、前記装置の位置情報、前記装置の信号カバレージ能力情報のうちのいずれか一つを
含む。
【０１６７】
　本発明の実施例において、選択肢として、リソーススケジューリングモジュール２３は
、前記受信モジュールが前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信
しているか否かを確定するように構成される。
【０１６８】
　ここで、前記送信モジュール２２は、具体的に、前記リソーススケジューリングモジュ
ール２３が前記受信モジュール２１で前記基地局から送信されたセルレベルリソースプー
ル情報が受信されていないことを確定した場合、予め設定されているリソースプールに基
づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端末レベルリソースプール情報を送信するように
構成される。
【０１６９】
　前記リソーススケジューリングモジュール２３は、前記リソーススケジューリング要求
情報、前記予め設定されているリソースプールと前記端末レベルリソースプール情報に基
づいて、前記リソース割り当て情報を確定するように構成される。
【０１７０】
　前記送信モジュール２２は、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報
を送信するように構成される。
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【０１７１】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記リソーススケジューリングモジュール２
３は具体的に、
　前記予め設定されているリソースプールの中の一部のリソースを端末レベルリソースプ
ールとして確定するように構成され、
　ここで、前記送信モジュール２２は、具体的に、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリ
ソースプール情報を送信するように構成される。
【０１７２】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記第１タイプインターフェースはＵｕイン
ターフェースであり、及び／又は、前記第２タイプインターフェースはＶ２Ｖインターフ
ェース又はＶ２Ｉインターフェースである。
【０１７３】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記第１タイプ端末デバイスは車載デバイス
ＯＢＵであり、及び／又は、前記装置は路側ユニットＲＳＵである。
【０１７４】
　なお、本発明の実施例において、受信モジュール２１は受信機により実現されても良く
、送信モジュール２２は送信機により実現されても良く、リソース設定モジュール２３は
プロセッサにより実現されても良い。図１９に示すように、装置２００は、プロセッサ２
０１、受信機２０２、送信機２０３と記憶装置２０４を含むことが可能である。ここで、
記憶装置２０４は、プロセッサ２０１により実行されるコード等を記憶するように構成さ
れることが可能である。
【０１７５】
　装置２００内の各コンポーネントはバスシステムシステム２０５によって接続されてお
り、ここでバスシステム２０５は、データバス以外に、電源バス、制御バス及び状態信号
バスを含む。
【０１７６】
　図１７又は図１８に示されている装置２０、又は図１９に示されている装置２００は、
上記図８における方法の実施例で実現する各フローを実現することが可能であり、重複を
避けるために、ここでそれ以上説明しない。
【０１７７】
　以下において図２０を結合して、本発明のさらなる実施例に基づく装置を詳しく説明し
、図２０に示すように、該装置３０は、送信モジュール３１、受信モジュール３２、及び
リソーススケジューリングモジュール３３を含む。
【０１７８】
　送信モジュール３１は、第１タイプ端末デバイスと第２タイプ端末デバイスとに、セル
レベルリソースプール情報を送信するように構成され、ここで、前記装置は、第１タイプ
インターフェースを介して、前記第１タイプ端末デバイスと通信し、前記装置は、第１タ
イプインターフェースを介して、前記第２タイプ端末デバイスを通信し、前記第１タイプ
端末デバイスは、第２タイプインターフェースを介して前記第２タイプ端末デバイスと通
信する。
【０１７９】
　受信モジュール３２は、前記第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジ
ューリング要求を受信するように構成される。
【０１８０】
　リソーススケジューリングモジュール３３は、前記リソース前記スケジューリング要求
に基づいて、リソース割り当て情報を確定するように構成される。
【０１８１】
　前記送信モジュール３１は、前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報
に基づいて、その他の第１タイプ端末デバイスと通信するためのリンクリソースを確定す
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るために、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信するように構
成される。
【０１８２】
　そのため、本発明の実施例に基づく装置は、第２タイプ端末デバイスにセルレベルリソ
ースプール情報を送信することができ、第２タイプ端末デバイスは、リソースのスケジュ
ーリング機能を備え、そのため、該装置と第２タイプ端末デバイスとは、両方とも端末に
リソースを送信して動的にスケジューリングを行うことができる。それによって、伝送成
功率を向上させ、伝送遅延を低減し、Ｖ２Ｖシステムの性能と信頼性を保証することがで
きる。
【０１８３】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記受信モジュール３２は、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された構成情報を受信するように構成され、前
記構成情報は、前記装置が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに対し
てスケジューリングを行うために、前記第２タイプ端末デバイスの関連構成を指示する。
【０１８４】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記構成情報は、端末レベルリソースプール
情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置情報、前記第２タイプ端末デバイスの信号カバ
レージ能力情報のうちのいずれか一つを含む。
【０１８５】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記第１タイプインターフェースはＵｕイン
ターフェースであり、及び／又は、前記第２タイプインターフェースはＶ２Ｖインターフ
ェース又はＶ２Ｉインターフェースである。
【０１８６】
　本発明の実施例において、選択肢として、前記装置は基地局であり、及び／又は、前記
第１タイプ端末デバイスは車載ユニットＯＢＵであり、及び／又は前記第２タイプ端末デ
バイスは路側ユニットＲＳＵである。
【０１８７】
　注意すべきものとして、本発明の実施例において、送信モジュール３１は送信機により
実現されても良く、受信モジュール３２は受信機により実現されても良く、リソーススケ
ジューリングモジュール３３はプロセッサ３０１により実現されても良い。図２１に示す
ように、装置３００は、プロセッサ３０１、受信機３０２、送信機３０３と記憶装置３０
４を含むことが可能である。ここで、記憶装置３０４は、プロセッサ３０１により実行さ
れるコード等を記憶するように構成されることが可能である。
【０１８８】
　装置３００内の各コンポーネントはバスシステムシステム３０５によって接続されてお
り、ここでバスシステム３０５は、データバス以外に、電源バス、制御バス及び状態信号
バスを含む。
【０１８９】
　図２０に示されている装置３０、又は図２１に示されている装置３００は、上記の図１
２における方法の実施例で実現する各フローを実現することが可能であり、重複を避ける
ために、ここでそれ以上説明しない。
【０１９０】
　本発明の実施例は、無線リソーススケジューリングシステムをさらに提供し、上記の図
１３～図１５のいずれか一つの図面に示されている装置１０、前述図１７又は図１８に示
されている装置２０、及び図２０に示されている装置３０を含む。
【０１９１】
　本願に開示されている実施例に説明されている各例示的なユニット及びアルゴリズムの
ステップを結合し、電子ハードウェア、又はコンピュータソフトウェアと電子ハードウェ
アの結合を用いて実現することができると、当業者であれば理解できる。これらの機能が
ハードウェアの形式かそれともソフトウェアの形式で実施するかについては、技術案の特



(34) JP 2018-536303 A 2018.12.6

10

20

30

40

定応用と設計制約によるものである。当業者は、各特定応用に応じて異なる方法を用いて
、説明されている機能を実現することができるが、このような実現は本発明の範囲を超え
ていると見なすべきではない。
【０１９２】
　当業者は、説明の便利と簡潔上、上記に記載されているシステム、装置及びユニットの
具体的な動作については、上記の方法実施例の対応されているフローを参照することがで
き、ここでそれ以上述べない。
【０１９３】
　本願に提供されている幾つかの実施例において、開示されているシステム、装置及び方
法は、その他の方式で実現されても良い。例えば、上記に記載されている装置の実施例は
単なる例示的なものに過ぎず、例えば、前記ユニットの分け方が、単なるロジック的な機
能分けであり、実際、実現する時に他の分け方があっても良く、例えば、複数のユニット
又はコンポーネントを別のシステムへ統合、又は集成しても良く、又は幾つかの技術特徴
を省略、又は実施しなくても良い。また、明示され、又は議論されている各構成部分の互
い的なカップリング、又は直接のカップリング、又は通信接続は、幾つかのインターフェ
ース、装置、又はユニットの間接のカップリング又は通信によって接続されても良く、電
気的、機械的、又はその他の形式であっても良い。
【０１９４】
　上記で分離コンポーネントとして説明したユニットは、物理的に分離されるものであっ
ても良く、そうではないものであっても良い。ユニットとして示されるコンポーネントは
物理ユニットであっても良く、そうではないものであっても良い。一箇所に配置されても
良く、複数のネットワークユニットに配布しても良い。実際のニーズに応じて、その中の
一部又は全部のユニットを選択して本実施例の技術案の目的を実現しても良い。
【０１９５】
　また、本発明の各実施例における各機能ユニットは、一つの処理ユニットに統合しても
良く、各ユニットはそれぞれ単独なユニットとしても良く、二つ又は二つ以上のユニット
を一つのユニットに統合しても良い。
【０１９６】
　前記機能は、ソフトウェア機能ユニットの方式で実現し、しかも独立な製品として販売
又は使用する場合、コンピュータ読み取り可能の記憶媒体に記憶しても良い。これによっ
て、本発明の技術案が事実上、言い換えれば先行技術に貢献した部分がソフトウェア製品
の形で具現でき、該コンピュータソフトウェア製品は記憶媒体に記憶され、コンピュータ
装置（パソコン、サーバ、またはネットワーク装置などであっても良い）に本発明の各実
施例の全部または一部の前記方法を実行させための複数の命令を含む。上記の記憶媒体は
、ＵＳＢメモリ、移動記憶媒体、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセス記憶装置（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、磁気ディスク又はコンパクトディスクなどの各種のプログラムコードが記憶
できる媒体を含む。
【０１９７】
　上記に記載されているのは、単なる本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明はそれ
に限らず、当業者が本発明に開示されている範囲内において、容易に想到し得る変形又は
入れ替えは、全て本発明の範囲内に含まれるべきである。そのため、本発明の範囲は、記
載されている特許請求の範囲に準じるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月8日(2018.6.8)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線リソーススケジューリング方法であって、
　第１タイプ端末デバイスは、基地局及び／又は第２タイプ端末デバイスに、リソースス
ケジューリング要求情報を送信するか否かを確定することと、
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することと、
　を含み、ここで、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て前記基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを
介して前記第２タイプ端末デバイスと通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイ
プインターフェースを介して前記基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、リソ
ースのスケジューリング機能を備えることを特徴とする、
　前記無線リソーススケジューリング方法。
【請求項２】
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール
情報を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記第２タイプ端末デバイスにより送信された端末レ
ベルリソースプール情報を受信することと、
　をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の無線リソーススケジューリング方法
。
【請求項３】
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することは、
　前記基地局にリソーススケジューリング要求情報を送信することを確定した場合、前記
基地局に第１リソーススケジューリング要求情報を送信することと、
　前記基地局から送信されたリソース割り当て情報を受信した場合、前記基地局から送信
されたリソース割り当て情報が指示するリソースを前記リンクリソースとして確定し、又
は、
　前記基地局から送信されたリソース割り当て情報が受信されていない場合、前記基地局
及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信する
か否かを確認し、又は、
　前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信することを確定し
た場合、前記第２タイプ端末デバイスに第２リソーススケジューリング要求情報を送信し
、前記第２タイプ端末デバイスにより送信された有効なリソース割り当て情報を受信した
場合、前記第２タイプ端末デバイスにより送信されたリソース割り当て情報が指示するリ
ソースを前記リンクリソースとして確定し、又は、前記第２タイプ端末デバイスにより送
信された有効なリソース割り当て情報が受信されていない場合、前記基地局及び／又は前
記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求を送信するか否かを確定し、
又は、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
しないことを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報及び／又は前記端末レベ
ルリソースプール情報に基づいて、前記リンクリソースを確定することと、
　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線リソーススケジューリング方法。



(39) JP 2018-536303 A 2018.12.6

【請求項４】
　前記第１タイプ端末デバイスは、確定した結果に基づいて、その他の第１タイプ端末デ
バイスと通信するためのリンクリソースを確定することは、
　前記基地局と前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
することを確定した場合、前記基地局に第３リソーススケジューリング要求情報を送信し
、前記第２タイプ端末デバイスに第４リソーススケジューリング要求情報を送信すること
と、
　前記基地局から送信された、前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリ
ソース割り当て情報を受信することと、
　前記第２タイプ端末デバイスにより送信された、前記第４リソーススケジューリング要
求情報に対応するリソース割り当て情報を受信することと、
　前記第３リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報と、前記
第４リソーススケジューリング要求情報に対応するリソース割り当て情報に基づいて、前
記リンクリソースを確定することと、
　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項５】
　前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報とに基づいて
、前記リンクリソースを確定することは、
　前記セルレベルリソースプール情報と前記端末レベルリソースプール情報とに基づいて
、優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、前記優先的に採用するリソースプール
から前記リンクリソースを確定すること、又は、
　前記基地局の設定に基づいて優先的に採用するリソースプールを選択し、前記優先的に
採用するリソースプールから前記リンクリソースを確定すること
　を含むことを特徴とする、請求項３に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項６】
　前記優先的に採用するリソースプールを自ら選択し、優先的に採用するリソースプール
から前記リンクリソースを確定することは、
　前記端末レベルリソースプール情報が有効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定すること、又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が有効であることを確定した場合、前記セルレベルリソースプール情報により指示さ
れているリソースの中の一部又はすべてのリソースを前記リンクリソースとして確定する
こと、又は、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であり、且つ前記セルレベルリソースプール
情報が無効である場合、予め設定されているリソースプールの中の一部又はすべてのリソ
ースを前記リンクリソースとして確定すること、または、
　前記端末レベルリソースプール情報が無効であることを確定した場合、前記端末レベル
リソースプール情報により指示されているリソースと、前記セルレベルリソースプール指
示情報により指示されているリソースとの共同部分の中の一部又はすべてのリソースを前
記リンクリソースとして確定すること、
　を含むことを特徴とする、請求項５に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項７】
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記基地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスに
リソーススケジューリング要求情報を送信するか否かを確定することは、
　前記第１タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスが前記基地局及び／又は
前記第２タイプ端末デバイスのカバレージ範囲内にあると共に有効な接続があるか否か、
前記第１タイプ端末デバイスの移動速度、前記基地局の信号カバレージ状況、及び前記第
２タイプ端末デバイスの信号カバレージ状況のうちの少なくとも一つに基づいて、前記基
地局及び／又は前記第２タイプ端末デバイスにリソーススケジューリング要求情報を送信
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するか否かを確定すること、
　を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の無線リソーススケジュ
ーリング方法。
【請求項８】
　無線リソーススケジューリング方法であって、
　第２タイプ端末デバイスは、第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジ
ューリング要求情報を受信することと、
　前記第１タイプ端末デバイスがリソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タイプ
端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記第２タイプ端末デバイス
は、前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信することと、
　を含み、ここで、前記第２タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て基地局と通信し、前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介し
て基地局と通信し、前記第２タイプ端末デバイスは、第２タイプインターフェースを介し
て、前記第１タイプ端末デバイスと通信する、
　前記無線リソーススケジューリング方法。
【請求項９】
　前記第２タイプ端末デバイスは、前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール
情報を受信したか否かを確定することをさらに含み、
　ここで、前記第２タイプ端末デバイスは、前記第１タイプ端末デバイスにリソース割り
当て情報を送信することは、
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信したことを確定した場
合、前記セルレベルリソースプール情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端末
レベルリソースプール情報を送信することと、
　前記リソーススケジューリング要求情報、前記セルレベルリソースプール情報、及び前
記端末レベルリソースプール情報に基づいて、前記リソース割り当て情報を確定すること
と、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記リソース割り当て情報を送信することと、
　または、
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信していないことを確定
した場合、予め設定されているリソースプールに基づいて、前記第１タイプ端末デバイス
に端末レベルリソースプール情報を送信し、前記リソーススケジューリング要求情報、前
記予め設定されているリソースプール、及び前記端末レベルリソースプール情報に基づい
て、前記リソース割り当て情報を確定すること、
　を含むことを特徴とする請求項８に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１０】
　前記基地局から送信されたセルレベルリソースプール情報を受信したことを確定した場
合、前記セルレベルリソースプール情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端末
レベルリソースプール情報を送信することは、
　前記セルレベルリソースプール情報により指示されているリソースの中の一部のリソー
スを端末レベルリソースプールとして確定することと、
　前記第１タイプ端末デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリ
ソースプール情報を送信することと、を含み
　または、
　予め設定されているリソースプールに基づいて、前記第１タイプ端末デバイスに端末レ
ベルリソースプール情報を送信するこは、前記予め設定されているリソースプールの中の
一部のリソースを端末レベルリソースプールとして確定することと、前記第１タイプ端末
デバイスに前記端末レベルリソースプールを指示する端末レベルリソースプール情報を送
信することと、を含むことを特徴とする請求項９に記載の無線リソーススケジューリング
方法。
【請求項１１】
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　前記第２タイプ端末デバイスは、前記基地局に構成情報を送信することをさらに含み、
　前記構成情報は、前記基地局が前記構成情報に基づいて、前記第１タイプ端末デバイス
に対していスケジューリングを行うために、前記第２タイプ端末デバイスの関連構成を指
示し、
　前記構成情報は、端末レベルリソースプール情報、前記第２タイプ端末デバイスの位置
情報、前記第２タイプ端末デバイスの信号カバレージ能力情報のうちのいずれか一つを含
むことを特徴とする請求項１０に記載の無線リソーススケジューリング方法。
【請求項１２】
　装置であって、
　第１タイプ端末デバイスにより送信されたリソーススケジューリング要求情報を受信す
るように構成される受信モジュールと、
　前記第１タイプ端末デバイスが前記リソース割り当て情報に基づいて、その他の第１タ
イプ端末デバイスと通信するリンクリソースを確定するために、前記第１タイプ端末デバ
イスにリソース割り当て情報を送信するように構成される送信モジュールと、
　を含み、ここで、前記装置は、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、
前記第１タイプ端末デバイスは、第１タイプインターフェースを介して基地局と通信し、
前記装置は、第２タイプインターフェースを介して、前記第１タイプ端末デバイスと通信
する、
　ことを特徴とする前記装置。
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